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事業所名 (同)Ａデンタルラボ 従業員 2 人

業種 ⻭科技工業 うち家族従業員 人

〇企業概要

〇支援のきっかけ（相談内容）・支援前の課題

支援事例

くまもと型補助金

商工会名 田中 郁子

支援テーマ

販路拡大・販路支援
題
名

新拠点整備による販路開拓と生産性の向上
事業承継
その他

1986年6⽉熊本県玉名市岱明町鍋にｱﾗｷﾃﾞﾝﾀﾙﾗﾎﾞﾗﾄﾘｰとして⻭科技工所を設⽴。2013年9⽉2⽇
の法人化に伴い、Aﾃﾞﾝﾀﾙﾗﾎﾞ(同)に社名を変更した。親子3名と⻭科技工⼠社員1名の⼩規模な
技工所であるが、⾼い技術を持ち、国内のみならず海外の患者や⻭科医院、⻭科医療業界から
評価されている。主な⻭科治療の⾃費診療における補填物（ｵｰﾙｾﾗﾐｯｸ、ｲﾝﾌﾟﾗﾝﾄ）を作製して
いる。
また、代表の子息は、⻭科医療業界では№1のｼｪｱを誇る㈱GCのﾃﾞﾝﾀﾙ技工設備のｲﾝｽﾄﾗｸﾀｰを
しており、九州ﾃﾞﾝﾀﾙｼｮｰ等の有名な展示会での講師実績もある。更に技術力に加え、指導力
にも優れていることから学校講師もしている。ｲﾝﾌﾟﾗﾝﾄ技術で世界的に有名なｲｼｭﾄﾊﾞﾝ・ｳﾙﾊﾞﾝ
氏の依頼を受け海外でも活躍、ﾊﾝｶﾞﾘｰには当社ｵﾌｨｽを持ち、年に4回渡航し欧州での活動も
行っている。

【支援課題・支援計画】
（支援課題）事業計画を進めるために、くまもと型補助金の活用が必要
（短期計画）くまもと型補助金により新たな拠点への進出
（中⻑期計画）TSMC工場近隣の⻭科医院・ｸﾘﾆｯｸへの認知度向上とこれらからの売上拡大
（既存拠点と同等の最新機械を導入し生産性向上）
（現状分析）・強み→ﾃﾞｼﾞﾀﾙ式技工に対応するために大手技工所に引けを取らない設備の充
実を図り、少人数体制のため、世界最大のﾃﾞｼﾞﾀﾙｲﾝﾌﾟﾗﾝﾄﾒｰｶｰであるﾄﾞｲﾂのｽﾄﾛｰﾏﾝと契約し、
仕事の効率化のための手では補えないものをCAD/CAMｼｽﾃﾑを使い受注している。
・弱み→業界全体に人材不足が襲っており、技術者の⾼齢化と人手不足が問題となっている。
・機会→2024年に工場が稼働し始めた世界最大手半導体企業TSMCの影響により、人口が増
加しているｴﾘｱでの⻭科ｸﾘﾆｯｸの新規ｵｰﾌﾟﾝ
・売れ筋商品・ｲﾝﾀｰﾈｯﾄから依頼をすることができる仕組み

<支援企業の概要＞
創業/

会社設⽴
創業⽇ 1986年6⽉1⽇

業歴 38年9ヶ⽉



〇支援内容および支援後の状況・効果

〇今後について（目標や課題など）

今後は、2024年に工場が稼働し始めた世界最大手半導体企業TSMCの影響により人口が増加
している熊本市北区・東区・合志市・菊陽町・大津町ｴﾘｱでは⻭科ｸﾘﾆｯｸの新規ｵｰﾌﾟﾝが相次い
でいる。
これまでにはなかった1つのｴﾘｱでの⻭科ｸﾘﾆｯｸｵｰﾌﾟﾝは、大きな機会となると考えられ、新た
に開業するTSMC工場近隣の⻭科医院・ｸﾘﾆｯｸへの認知度向上を図り、これらからの売上拡大
を行っていく計画である。

専門家派遣指導を活用し、専門家（中⼩企業診断⼠）による事業計画書のﾌﾞﾗｯｼｭｱｯﾌﾟ
既存の場所ではｽﾍﾟｰｽが限られており、新たな機械設備を導入するｽﾍﾟｰｽや新しいｽﾀｯﾌの作業ｽ
ﾍﾟｰｽがない状態である。そのため、今後2拠点目となる事業所を、今後人口が確実に増加する
TSMC工場近くの住宅地や商業施設付近にｵｰﾌﾟﾝする。それに合わせて⻭科医院や⻭科ｸﾘﾆｯｸも
新規ｵｰﾌﾟﾝするため、利便性の⾼い熊本市東区に新たな拠点を整備することで、これらのｸﾘﾆｯ
ｸからの受注拡大を図る。
 専門家派遣によるﾌﾞﾗｯｼｭｱｯﾌﾟを行い、事業計画書作成において、合志町、菊陽町、大津
町、熊本市北区、東区での販路開拓の手段を専門家から具体的に指導・助言をいただき、計画
書に落とし込んだ。
 更に、くまもと型経営発展支援事業補助金の加点を獲得するために、経営力向上計画の認定
書の書き方を指導した。
(進捗・成果)
くまもと型補助金の採択を受けることができ、2拠点での生産体制が整備されたことで、既存
拠点と同等の最新機械を導入し生産性の向上が図られ、これまで断らざるを得ない依頼だった
ものを受注できるようになり、熊本県外からの依頼増加もあって売上拡大が図れ、またｵﾝﾗｲﾝ
による義⻭依頼ﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑにより国外等、遠隔地からの依頼も対応できるようになった。
             ≪ｲﾝﾀｰﾈｯﾄからの義⻭作製の流れ≫


